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お
陰
様
で
本
年
四
月
二
十
二
、二
十
三
日

に
は
新
本
堂
の
開
筵
式
が
奉
修
さ
れ
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
思
い
返
せ
ば
平
成
十
年
末

に
渋
谷
の
お
寺
を
出
て
か
ら
今
日
ま
で
紛
争

や
困
難
の
連
続
で
し
た
が
、
十
八
年
間
も
費

や
し
て
よ
う
や
く
、
佛
立
本
旨
講
妙
應
寺
所

属
教
講
だ
け
の
、
誰
に
も
邪
魔
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
本
堂
が
完
成
し
た
の
で
す
。
こ
の
喜

び
を
信
者
教
講
一
同
も
れ
な
く
分
か
ち
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

応
永
九
年
、
門
祖
日
隆
大
聖
人
は
上
洛
し

て
、
妙
本
寺
の
日に

っ
さ
い
し

霽
師
の
も
と
に
就
学
し

新し
ん
ほ
ん
ど
う

本
堂
開か

い

筵え
ん
し
き式
に
思
う

水
谷
信
洋
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ま
し
た
が
、
三
年
後
に
日
霽
師
は
遷せ
ん
げ化
さ

れ
ま
す
。
後
任
住
職
の
月が

つ
み
ょ
う明
は
信
仰
秩
序

を
混
乱
さ
せ
る
謗ほ

う
ぼ
う法
を
犯
し
た
た
め
、
門

祖
聖
人
は
妙
本
寺
を
出
て
独
自
に
布
教
活

動
を
行
な
い
ま
し
た
。
三
十
二
年
間
の
苦

労
の
末
、
御
歳
五
十
に
し
て
京
都
に
本
能

寺
を
建
立
さ
れ
、
本
堂
大
御
本
尊
の
裏
に

「
御ご

持じ

念ね
ん

誦じ
ゅ

文も
ん

」
を
書
き
記し
る

さ
れ
た
こ
と
は

御
存
じ
の
通
り
で
す
。

　

開
導
日
扇
聖
人
は
御
歳
三
十
六
で
妙
法

弘
通
を
始
め
て
以
来
、
五
十
三
歳
で
京
都

の
宥
清
寺
に
佛ぶ

つ

立り
ゅ
う
こ
う講
学が
く
も
ん
じ
ょ

問
所
を
開
設
す
る

ま
で
の
十
七
年
間
に
八
回
も
住
居
を
追
わ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
更
に
十
年
か
け
て
、

大お
お
つ津
追お
い
わ
け分
の
法ほ
っ
け
ど
う

華
堂
を
佛
立
寺
と
公
称
す

る
と
こ
ろ
ま
で
発
展
さ
せ
、
十
一
年
目
に

し
て
漸よ

う
やく
佛ぶ
つ

立り
ゅ
う
こ
う講
親し
ん

会か
い
じ
ょ
う
場
が
落
成
し
ま
し

た
。

　

学
問
所
と
し
て
借
り
受
け
た
当
時
の
宥

清
寺
が
畳た

た
みの
朽く

ち
果は

て
た
荒あ
れ

寺で
ら

だ
っ
た
こ

と
は
以
前
に
も
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
一

方
で
宥
清
寺
に
伝
わ
る
日
蓮
聖
人
像
は
日

法
上
人
の
御お

ん
さ
く作
で
日
蓮
聖
人
御お
ん
み
ず
か
自
ら
開
眼

な
さ
っ
た
由ゆ

い
し
ょ緒
あ
る
御ご

尊そ
ん
ぞ
う像
で
す
。

　

し
か
し
、
開
眼
以
後
の
約
六
百
年
間
と

い
う
も
の
は
、
こ
の
御
尊
像
に
題
目
口
唱

の
御ご

法ほ
う
み味
が
奉さ
さ

げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
上
行
所
伝
の
五
字
ば
か
り

を
弘
め
ん
が
た
め
に
世
に
出
現
さ
れ
た
如

来
の
お
使
い
で
あ
る
「
日
蓮
聖
人
」
の
御
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姿
を
刻
ん
だ
御
尊
像
の
前
で
、
経
き
ょ
う
も
ん文
読ど
く
じ
ゅ誦

の
行
を
も
っ
ぱ
ら
に
し
て
口
唱
の
声
が
あ

が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
が
、
開
導
聖
人
が
宥
清
寺
を
借
り

受
け
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
本ほ

ん
も
ん門
八は
っ
ぽ
ん品
所し
ょ

顕け
ん

上じ
ょ
う
ぎ
ょ
う
し
ょ
で
ん

行
所
伝
の
御
題
目
ば
か
り
を
声
も
惜

し
ま
ず
唱
え
奉
る
昼ち

ゅ
う
や夜
常じ
ょ
う

題だ
い
も
く目
の
本
堂
と

な
っ
て
、
以
来
、
現
証
利
益
が
盛
ん
で
大

勢
の
人
々
が
参
詣
に
押
か
け
る
八は

っ
ぽ
ん品
門も
ん
り
ゅ
う流

再さ
い
こ
う興
の
題
目
寺
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
歴
史
を
振
り
返
る
と
、

既き
せ
い
か

成
化
し
て
御
利
益
の
頂
け
な
く
な
っ
た

宗
団
か
ら
は
な
れ
、
新
た
に
教
え
通
り
の

信
心
を
再
興
す
る
の
は
大
変
困
難
な
道
の

り
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
明
ら
か

で
す
。
私
た
ち
の
歩
ん
だ
道
を
先
師
上
人

の
ご
奉
公
に
比
す
る
の
は
恐
れ
多
い
こ
と

で
す
が
、
白
金
仮
道
場
、
上
大
崎
本
堂
、

四
番
町
仮
道
場
と
幾
度
も
と
こ
ろ
を
変
え

な
が
ら
、
一
貫
し
て
開
講
本
旨
再
興
を
め

ざ
し
、
日
尚
上
人
報
恩
の
思
い
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
換
え
て
こ
れ
ま
で
進
ん
で
こ
ら
れ

た
こ
と
は
、
大
い
に
自
負
心
を
覚
え
て
も

許
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

開
筵
式
に
は
是
非
と
も
ご
家
族
こ
ぞ
っ

て
参
詣
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
開
講
本

旨
再
興
日
尚
上
人
へ
の
報
恩
の
思
い
を
次

世
代
の
方
々
に
も
受
け
継
い
で
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
四
月
に
は
新
本
堂
の
開

筵
式
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
本
駒
込
の

妙
應
寺
が
名
実
共
に
本
旨
講
弘
通
の

拠
点
と
な
る
よ
う
、
内
容
充
実
を
心

が
け
、
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
実
の
あ

る
ご
奉
公
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

　
一
、
随
喜
轉
教
に
つ
い
て

 

「
佛
立
本
旨
講
弘
通
隆
昌
発
展
開
講

本
旨
再
興
」「
開
講
本
旨
再
興
日
尚

上
人
報
恩
御
奉
公
成
就
」「
佛
立
本

旨
講
妙
應
寺
弘
通
隆
昌
発
展
」
の
祈

願
を
立
て
る
事
を
習
慣
に
し
て
、
家

族
に
も
本
旨
講
創
立
の
趣
旨
を
伝
え

つ
づ
け
て
く
だ
さ
い
。

・「
開
講
本
旨
再
興
祈
願
」
朝
参
詣

週
間　

１
日
（
日)

か
ら
７
日(

土)

・「
開
講
本
旨
再
興
祈
願
」
口
唱
会

　
　

 

22
日
（
日)

午
前
９
時
半

　
二
、
寒
参
詣
開
始

　

寒
参
詣
は
１
月
６
日(

金)

か
ら

２
月
５
日(

日)

迄
で
す
。
勤
行
は

平
常
通
り
朝
７
時
か
ら
８
時
半
迄
、

ご
法
門
は
７
時
45
分
、
日
曜
日
に
は

ご
利
益
談
の
発
表
が
あ
り
ま
す
。
寒

参
詣
は
百
年
を
超
え
る
伝
統
あ
る
信

者
の
大
事
な
修
行
で
す
。「
信
者
の

一
年
の
計
は
寒
参
詣
に
あ
り
」で
す
。

家
族
の
協
力
で
参
詣
を
つ
づ
け
る
工

夫
を
こ
ら
す
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

元
日

（日）　
元
旦
会　
　
午
後
６
時
半

　
〃　
　
六
角
堂
初
御
看
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時

１
日
～
７
日　

開
講
本
旨
再
興
祈
願

　
　
　
　

朝
参
詣
週
間

３
日

（火）　

初
総
講
・
祝
杯
式 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
半

　

〃　
　

教
講
初
顔
合
わ
せ

午
前
12
時
半

６
日

（金）　

寒
参
詣　
（
２
月
５
日
迄
）　

　
　
　
　

勤
行
＝
午
前
７
時

　
　
　
　

ご
法
門
＝
午
前
７
時
45
分

７
日

（土）　

運
営
会
議　

午
前
９
時
半

８
日

（日）　

高
祖
大
士
御
命
日
総
講

　
　
　
　
併
修
開
講
記
念
総
講
・

　
　
　
　
授
級
褒
章
授
与
式

１
月
の
寺
内
行
事
予
定
表

正
月
の
ご
奉
公
の
す
す
め
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三
、
開
講
記
念
総
講

　

開
導
日
扇
聖
人
の
佛
立
講
ご
開
講

を
記
念
し
て
、
今
年
は
１
月
８
日

(

日)

午
前
10
時
半
よ
り
高
祖
大
士

御
命
日
総
講
に
併
せ
て
開
講
記
念
総

講
が
奉
修
さ
れ
ま
す
。
授
級
褒
章
授

与
式
も
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
四
、
諸
行
事

①
「
初
総
講
」
は
１
月
３
日(
火)

午
前
10
時
半
よ
り
奉
修
さ
れ
ま
す
。

受
持
講
師
の
紹
介
と
祝
杯
式
は
本
堂

で
、
教
講
初
顔
合
わ
せ
は
12
時
半
よ

り
各
地
区
別
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

②
「
開
導
嗣
法
第
四
世
日
教
上
人
御

祥
月
法
要
」
は
開
導
聖
人
御
命
日
総

講
に
併
修
し
１
月
17
日(

火)

午
前

10
時
半
よ
り
奉
修
さ
れ
ま
す
。
関
東

の
ご
弘
通
の
基
を
築
い
て
下
さ
っ
た

日
教
上
人
へ
の
報
恩
の
思
い
で
お
参

詣
さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

③
「
成
人
式
」
は
１
月
22
日(

日)

午
前
11
時
よ
り
行
な
わ
れ
ま
す
。
今

一
度
、
該
当
者
の
将
引
を
さ
せ
て
頂

き
、
若
い
方
の
輝
か
し
い
門
出
を
皆

で
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

④
「
佛
立
本
旨
講
初
燈
明
料
」
は
お

初
穂
の
信
心
を
教
わ
る
大
切
な
ご
奉

公
で
す
。
功
徳
箱
を
活
用
し
て
家
族

皆
で
お
初
穂
を
さ
し
あ
げ
る
喜
び
を

身
に
付
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

　
五
、
予
告

①
高
祖
大
士
御
降
誕
会
総
講
が
２
月

12
日(

日)

に
奉
修
さ
れ
ま
す
。

②
門
祖
会
は
２
月
19
日(
日)

に
奉

修
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
半

14
日

（土）　

連
合
幹
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
半

　

〃　
　

後
続
者
育
成
係
連
絡
会

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
半

17
日

（火）　
開
導
聖
人
御
命
日
総
講

　
　
　
　

併
修
開
導
嗣
法
第
四
世

　
　
　
　
日
教
上
人
御
祥
月
法
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
半

22
日

（日）　

開
講
本
旨
再
興
祈
願
口
唱

　
　
　
　

会　
（
担
当
：
第
一
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
半

　

〃　
　

成
人
式　
　
　

午
前
11
時

25
日

（水）　
門
祖
聖
人
御
命
日
総
講

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
半

　
　
　
　

正
副
教
区
長
会午

後
12
時
半
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１
日

（木）　

開
講
本
旨
再
興
祈
願
総
講

　
　
　
　
を
午
前
10
時
半
か
ら
奉
修

１
日
～
７
日　

開
講
本
旨
再
興
祈
願

　
　
　
　

朝
参
詣
週
間

５
日

（土）　

運
営
会
議
を
午
前
12
時
半

　
　
　
　
か
ら
開
催

６
日

（日）　

団
参
（
静
岡
・
聞
信
寺

　
　
　
　

高
祖
会
）
担
当
第
三
地
区

12
日

（土）　

連
合
幹
事
会
を

　
　
　
　
　

午
前
９
時
半
か
ら
開
催

　

〃　
　

後
続
者
育
成
係
連
絡
会

　
　
　
　

午
前
10
時
半
か
ら
開
催

13
日

（日）　
高
祖
大
士
御
命
日
総
講
を

　
　
　
　

 

午
前
10
時
半
か
ら
奉
修

17
日

（月）　
開
導
聖
人
御
命
日
総
講
を

　
　
　
　

午
前
10
時
半
か
ら
奉
修

平
成
28
年
11
月
の
寺
内
行
事
報
告

し
そ
う
。

　

こ
れ
か
ら
も
成
長
の
節
目
ご
と

に
、
お
寺
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
ね
。

　

今
年
は
19
軒
20
名
の
申
し
込
み
が

あ
り
、
そ
の
内
６
組
６
名
の
お
子
さ

ん
が
御
参
詣
さ
れ
ま
し
た
。

　

御
看
経
の
後
、
御
導
師
よ
り
記
念

品
を
い
た
だ
い
て
、
子
供
た
ち
も
嬉

　
穏
や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
た
七
五
三

　

特
別
御
講
と
御
本
尊
授
与
式

　
長
野
教
区
柳
沢
秀
樹
宅
の
甲
御
講

に
新
し
い
ご
弘
通
車
に
て
、
御
導
師

と
一
緒
に
事
務
局
５
名
も
同
乗
し

て
、
南
ア
ル
プ
ス
市
の
ご
自
宅
へ
お

参
詣
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

御
講
の
ご
奉
公
は
細
か
く
分
担
さ

れ
、
全
員
が
良
く
動
い
て
気
持
良
く

感
じ
ま
し
た
。
特
に
久
し
ぶ
り
に
見

た
子
供
達
は
す
っ
か
り
大
き
く
成
長

し
、
お
給
仕
等
の
ご
奉
公
等
に
大
活

躍
で
し
た
。　

Ｈ
君(

５
歳)

の
大

き
な
声
で
の
ご
あ
い
さ
つ
、
御
利
益

談
発
表
が
と
て
も
か
わ
い
ら
し
く
、

楽
し
い
御
講
で
し
た
。
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20
日

（日）　

七
五
三
無
事
養
育
成
長
御

　
　
　
　

礼
言
上
式
を
午
前
11
時
か

　
　
　
　

ら
奉
修

25
日

（金）　
門
祖
聖
人
御
命
日
総
講
を

　
　
　
　
午
前
10
時
半
か
ら
奉
修

　
　
　
　

正
副
教
区
長
会
を
午
後
12

　
　
　
　

時
半
か
ら
開
催

27
日

（日）　

開
講
本
旨
再
興
祈
願
口
唱

　
　
　
　

会
を
午
前
９
時
半
か
ら
奉

　
　
　
　

修

　

〃　
　

若
い
人
の
口
唱
会
を
午
前

　
　
　
　

10
時
半
か
ら
奉
修

今
年
度
第
二
回
信
徒
講
習
会
を
開
催

延
べ
七
十
九
人
が
受
講
。

テ
ー
マ
「
題
目
口
唱
の
仕
方
・
百
日

参
詣
体
操
」

　
　
　
　

11
月
９
日
、
13
日
、
19
日

次
回
は
来
年
二
月
の
予
定
で
す
。

　

蓮
華
会
・
く
ん
げ
会
合
同
御
講

　

新
本
堂
で
の
初
め
て
の
冬
の
蓮
華

会
・
く
ん
げ
会
合
同
御
講
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
お
講
で
は
、
ご
奉
公
も

若
い
人
達
が
大
活
躍
。
お
布
施
お
渡

し
の
ご
奉
公
で
は
、
長
野
教
区
の
柳

沢
大ひ

ろ
と橙
君
が
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ご
挨

拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
う
ど
ん
作
り
を
行

な
い
ま
し
た
。
粉
か
ら
練
っ
て
、
延

ば
し
て
、
切
っ
て
の
本
格
的
な
手
作

り
う
ど
ん
に
、
お
つ
ゆ
は
野
菜
た
っ

ぷ
り
の
け
ん
ち
ん
汁
風
に
仕
立
て
ま

し
た
。
そ
し
て
今
回
は
更
に
レ
ア

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
も
作
り
ま
し
た
。

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
も
、
大
人
も
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
作
っ
た
お
味

は
ど
ち
ら
も
二
重
丸
。
楽
し
い
時
間

を
皆
で
共
有
出
来
ま
し
た
。
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「
開
筵
式
奉
修
費
、
特
別
御
有
志
」

の
奉
納
に
つ
い
て

◎
開
筵
式
奉
修
費
に
つ
い
て

　

本
堂
開
筵
式
の
奉
修
ご
案
内
を
二

月
初
め
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
四
月

十
日
ま
で
に
奉
納
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
日
尚
上
人
祥
月
御
命
日
法

要
奉
修
費
に
つ
き
ま
し
て
も
、
同
時

に
奉
納
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

◎
開
筵
式
特
別
御
有
志
に
つ
い
て

　

一
月
よ
り
寺
務
所
に
て
随
時
奉
納

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
随
喜
奉
納
さ
せ
て
い

た
だ
く
特
別
御
有
志
で
、
新
本
堂
の

完
成
を
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

「
開
筵
式
祝
賀
会
」
に
つ
い
て

　

ご
案
内
及
び
申
込
書
を

一
月
末
に
配
布
い
た
し
ま

す
の
で
、
三
月
十
五
日
ま

で
に
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

今
回
は
、
東
京
湾
ク

ル
ー
ズ
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー

し
て
祝
賀
会
を
行
な
い
ま

す
。
ご
家
族
揃
っ
て
ご
参

加
で
き
る
よ
う
に
、
今
か

ら
話
し
合
っ
て
下
さ
い
。

式
典　
　

    

10
時
か
ら　

本
堂
に
て

祝
賀
会　
　
　
　

     

12
時
20
分
か
ら

祝
賀
会
参
加
費
は
次
の
通
り
で
す
。

大
人　

五
〇
〇
〇
円

高
校
生　

三
〇
〇
〇
円

小
・
中
学
生　

二
〇
〇
〇
円

　

新
本
堂
の
お
披
露
目「
開
筵
式
」
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一

周

忌　

平
成
28
年
帰
寂

第
三
回
忌　

平
成
27
年
帰
寂

第
七
回
忌　

平
成
23
年
帰
寂

第
十
三
回
忌　

平
成
17
年
帰
寂

第
十
七
回
忌　

平
成
13
年
帰
寂

第
二
十
三
回
忌　

平
成
7
年
帰
寂

第
二
十
七
回
忌　

平
成
3
年
帰
寂

第
三
十
三
回
忌　

昭
和
60
年
帰
寂

第
三
十
七
回
忌　

昭
和
56
年
帰
寂

第
五
十
回
忌　

昭
和
43
年
帰
寂

〇
実
家
の
ご
回
向
で
母
方
の
先
祖
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
調
べ
て
ご
回
向
も
れ
の
な

　

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

直
系
で
は
曾
祖
父
又
は
曾
孫
、
傍
系
で
は
、
叔
伯
父

　

母
・
甥
姪
な
ど
ま
で
、
ご
回
向
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

〇
水
子
も
忘
れ
ず
過
去
帳
に
記
入
し
て
ご
回
向
の
志
を

　

持
ち
ま
し
ょ
う
。

〇
自
殺
・
事
故
死
・
変
死
な
ど
に
も
ご
回
向
の
志
を
持

　

ち
ま
し
ょ
う
。

〇
パ
ー
ト
ナ
ー
、
恩
師
、
友
人
、
災
害
犠
牲
者
、
お
世

　

話
に
な
っ
た
方
、
従
業
員
、
重
病
で
亡
く
な
ら
れ
た

　

方
、
後
を
弔
う
方
の
い
な
い
人
、
御
因
縁
の
深
い
方

　

な
ど
に
も
、
ご
回
向
の
志
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

〇
何
よ
り
、
ご
回
向
は
さ
せ
て
い
た
だ
く
だ
け
自
分
の

　

徳
に
な
り
ま
す
。

〇
「
亡
霊
弔
ひ
を
待
つ
」
（
ご
指
南
）

平成二十九年度年回忌一覧表

ご 回 向 の 心 得
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　【
平
成
28
年
度
】　
平
成
29
年

元
旦
会
・
事
教
院
六
角
堂　

初
御
看
経

１
月
１
日
（
日
・
祝
） 

初
総
講
・
祝
杯
式　
　
　

   

１
月
３
日(

火
）

寒
参
詣　
１
月
６
日（
金
）～
２
月
５
日（
日
）

開
講
記
念
総
講
（
高
祖
大
士
御
命
日
総
講

に
併
修
）　　
　
　
　
　
　

１
月
８
日（
日
）

日
教
上
人
御
祥
月
法
要
（
開
導
聖
人
御
命

日
総
講
に
併
修
）　　
　

   

１
月
17
日
（
火
）

成
人
式　
　
　
　
　
　
　

  

１
月
22
日（
日
）

高
祖
御
降
誕
会
総
講(

高
祖
大
士
御
命
日

総
講
に
併
修)　
　
　
　

   

２
月
12
日（
日
）

門
祖
会　
　
　
　
　
　
　

 

２
月
19
日
（
日
）

れ
ん
げ
ま
つ
り(

高
祖
大
士
御
命
日
総
講

に
併
修)　
　
　
　
　
　

  

３
月
12
日
（
日
）

春
季
彼
岸
総
回
向
法
要 

３
月
20
日（
月
・
祝
）

　
　【
平
成
29
年
度
】

六
角
堂 

日
尚
上
人
祥
月
御
命
日
・
佛
立
本

旨
講
創
立
記
念
式
奉
告
式  

４
月
22
日
（
土
）

開
筵
式
（
日
尚
上
人
祥
月
御
命
日
法
要
・

佛
立
本
旨
講
創
立
記
念
式
に
併
修
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
23
日
（
日
）

立
教
開
宗
記
念
口
唱
会　

 

４
月
30
日
（
日
）

蓮
華
会
錬
成
会　
　
　
　

 

５
月
21
日
（
日
）

日
歓
上
人
祥
月
御
命
日
法
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

５
月
28
日
（
日
）

開
導
会　
　
　
　
　
　
　

 

６
月
18
日
（
日
）

夏
期
参
詣　

７
月
１
日（
土
）～
31
日（
月
）

夏
季
総
回
向
法
要　
　
　

 

７
月
23
日
（
日
）

く
ん
げ
会
・
蓮
華
会
合
同
御
講

　

８
月
20
日
（
日
）

日
晨
上
人
祥
月
御
命
日
法
要

　

８
月
27
日
（
日
）

竜
の
口
御
法
難
記
念
口
唱
会

　

９
月
３
日
（
日
）

秋
季
彼
岸
総
回
向
法
要 

９
月
23
日（
土
・
祝
）

高
祖
会　
　
　
　
　
　
　

10
月
15
日
（
日
）

七
・
五
・
三
無
事
養
育
成
長
御
礼
言
上
式

11
月
19
日
（
日
）

蓮
華
会
・
く
ん
げ
会
合
同
御
講

12
月
３
日
（
日
）

　
　
平
成
30
年

元
旦
会　

事
教
院
六
角
堂　

初
御
看
経

   

１
月
１
日
（
月
・
祝
）

初
総
講　
　
　
　
　
　
　

 

１
月
３
日
（
水
）

寒
参
詣　
１
月
６
日（
土
）～
２
月
５
日（
月
）

開
講
記
念
総
講
（
高
祖
大
士
御
命
日
総
講

に
併
修
）　　
　
　
　
　
　

１
月
７
日（
日
）

日
教
上
人
御
祥
月
法
要
（
開
導
聖
人
御
命

日
総
講
に
併
修
）　　
　

  

１
月
17
日
（
水
）

成
人
式　
　
　
　
　
　

    

１
月
21
日
（
日
）

高
祖
御
降
誕
会
総
講(

高
祖
大
士
御
命
日

総
講
に
併
修)　
　
　
　

  

２
月
11
日
（
日
）

門
祖
会　
　
　
　
　
　
　

２
月
18
日
（
日
）

れ
ん
げ
ま
つ
り(

高
祖
大
士
御
命
日
総
講

に
併
修)　
　
　
　
　
　

  

３
月
11
日
（
日
）

春
季
彼
岸
総
回
向
法
要 

３
月
21
日（
水
・
祝
）

（
平
成
30
年
度
よ
り
主
要
行
事
は

４
月
ス
タ
ー
ト
と
し
ま
す
）

　

平
成
二
十
九
年 

度
年
間
主
要
行
事
表

団
参
計
画
表

聞
信
寺(

静
岡)

開
導
会　

  　

６
月
11
日

　
　
　
　
　
　
　

当
番
地
区　

第
一
地
区

聞
泉
寺(

三
島)

高
祖
会  　
　

11
月
12
日

当
番
地
区　

第
三
地
区

聞
信
寺(

静
岡)

門
祖
会 

平
成
30
年
３
月
４
日

当
番
地
区　

第
二
地
区
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探
し
も
と
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
地
区　

嶋
村
直
子

話
が
あ
り
、
一
同
深
く
う
な
ず
き
ま

し
た
。

　

こ
の
お
助
行
で
成
人
式
や
七
五
三

の
該
当
者
を
見
つ
け
だ
し
て
、
す
す

め
る
ご
奉
公
が
出
来
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
。

　

後
続
者
育
成
助
行
が
、
目
黒
玉
川

連
合
の
Ｉ
さ
ん
の
お
席
で
10
月
22
日

行
な
わ
れ
ま
し
た
。参
加
者
は
12
名
。

『
身
体
健
全
信
行
相
続
ご
奉
公
成
就
』

の
御
祈
願
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

当
日
は
山
本
局
長
も
参
加
さ
れ
、
お

寺
移
動
に
つ
い
て
の
お
話
を
頂
き
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
立
派
な
本
堂
を
頂
い

た
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
御
弘

通
ご
奉
公
に
力
を
入
れ
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
家
の
子

供
た
ち
に
ま
ず
御
祈
願
を
勧
め
、
お

寺
参
詣
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。
出
来

れ
ば
甲
の
お
席
へ
の
御
導
師
お
迎
え

の
車
の
運
転
の
ご
奉
公
を
さ
せ
て
頂

け
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
な
ど
の

御
法
様
に
守
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て

町
田
教
区　

Ｔ
さ
ん

　

11
月
20
日
朝
御
看
経
後
、
町
田
教

区
Ｔ
さ
ん
の
御
本
尊
授
与
式
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｔ
さ
ん
は
昨
年
お
仕
事
の
関
係
で

実
家
を
離
れ
、
一
人
暮
ら
し
を
す
る

際
に
小
御
本
尊
を
お
受
け
さ
れ
ま
し

た
が
、
今
回
結
婚
さ
れ
結
婚
先
の
Ｔ

家
の
ご
先
祖
を
回
向
し
た
い
と
の
思

い
か
ら
、
乙
講
の
願
主
に
な
ら
れ
小

御
本
尊
の
護
持
名
の
変
更
を
希
望
さ

れ
ま
し
た
。新
た
に
御
本
尊
を
頂
き
、

御
法
様
に
夫
婦
と
も
に
お
守
り
頂
け

る
よ
う
ご
信
心
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す

と
、
決
意
さ
れ
ま
し
た
。
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私
は
昨
年
の
定
年
退
職
後
、
自
宅

で
社
会
保
険
労
務
士
と
い
う
職
業
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
縁
が
あ
っ
た
会
社
の
事
務
手
続

き
の
代
行
、
市
民
相
談
、
行
政
協
力

等
、
今
は
比
較
的
の
ん
び
り
と
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
こ
ん
な
私
に
も
今
年
の
５
月

大
き
な
仕
事
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し

た
。

　

そ
れ
は
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
支
部
会
の
先
生
か
ら
の
依
頼
で

「
研
修
会
の
講
師
を
や
っ
て
く
れ
な

い
か
」
と
い
う
お
話
で
し
た
。
そ
の

は
、
そ
の
準
備
の
傍
ら
時
間
を
み
て

は
お
寺
へ
お
参
詣
に
努
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
当
日
、
元
来
口
下
手
な
私

は
、
自
分
に
「
う
ま
く
喋
ろ
う
と
す

る
な
。
ゆ
っ
く
り
喋
る
の
だ
！
」
と

言
い
聞
か
せ
な
が
ら
も
持
ち
時
間
の

一
時
間
は
あ
っ
と
い
う
ま
に
過
ぎ
て

い
ま
し
た
。

　

ど
う
や
ら
う
ま
く
い
っ
た
よ
う
で

す
。
先
輩
の
先
生
方
か
ら
「
分
か
り

易
く
て
良
か
っ
た
よ
」
と
言
わ
れ
た

時
に
は
肩
の
力
が
す
ぅ
ー
と
抜
け
て

い
く
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　

朝
晩
御
宝
前
に
手
を
合
わ
せ
て
お

題
目
を
唱
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
身

に
染
み
て
感
じ
ま
し
た
。

研
修
会
は
毎
年
80
名
近
く
の
参
加
者

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
業
界
で
は
赤
ん
坊
同
然
の
私

が
、
大
ベ
テ
ラ
ン
の
方
を
も
含
め
た

先
生
方
に
対
し
て
講
義
を
す
る
と
い

う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
お
断
り
し
よ

う
か
と
思
い
ま
し
た
が
、「
や
ら
な

い
で
後
悔
す
る
よ
り
や
っ
て
後
悔
し

た
方
が
良
い
」「
お
前
は
恥
を
か
く

こ
と
を
恐
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
？
」
等
、
自
分
に
問
い
か
け
な
が

ら
、
結
局
は
お
引
き
受
け
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

６
月
の
研
修
会
迄
の
一
カ
月
間

■
私
の
よ
ろ
こ
び

緊
張
感
の
中
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
沢
教
区　

Ｕ
さ
ん
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毎
日
新
聞
11
月
23
日
号
よ
り

　

受
賞
作
「
か
ぞ
く
」
は
両
親
と
兄
、
弟

を
ペ
ン
で
描
い
た
。「
日
が
差
し
て
明
る
い

リ
ビ
ン
グ
に
、
い
つ
も
家
族
が
集
ま
っ
て

一
緒
に
い
る
様
子
を
描
い
た
」
と
笑
顔
で

振
り
返
る
。

　

同
県
鈴
鹿
市
に
住
む
曽
祖
母
の
狩
野
節さ
と

さ
ん

(94)
さ
ん
は
「
小
さ
い
頃
か
ら
絵
が
上

手
で
狩
野
の
血
が
流
れ
て
い
る
と
思
っ
て

い
た
。
将
来
は
狩
野
の
流
れ
を
継
い
で
ほ

し
い
」
と
涙
を
流
し
て
喜
ぶ
。
そ
の
隣
で
、

丈
ち
ゃ
ん
は
「
賞
を
取
り
、
み
ん
な
が
す

ご
く
喜
ん
で
く
れ
た
の
が
一
番
う
れ
し

か
っ
た
」
と
無
邪
気
に
笑
う
。

　

毎
日
、五
歳
の
息
子
が
、お
兄
ち
ゃ

ん
と
、
御
宝
前
の
お
給
仕
を
さ
せ
て

頂
い
て
か
ら
、
学
校
に
行
き
ま
す
。

そ
の
功
徳
で
、
御
法
様
か
ら
頂
い
た

ご
褒
美
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
次
男
が
、
毎
日
新
聞
社

主
催
の
全
国
児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
児
童
画

＝
五
十
七
万
作
品
の
中
か
ら
、

第
一
位
に
選
ば
れ
た
の
で
す
。

　

十
一
月
二
十
六
日
に
東
京

に
家
族
五
人
が
招
待
さ
れ
、

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

十
七
名
の
プ
ロ
の
審
査
員

が
、
全
員
一
致
で
、
決
め
た

と
い
う
事
で
す
。

■
私
の
よ
ろ
こ
び

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
教
区　

Ｍ
さ
ん
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